
独立行政法人国立病院機構さいがた医療センター   　
副院長 (地域医療連携室長 )　佐久間 寛之　

　私たちさいがた医療センターは、令和2年9月1日より地
域医療連携室をスタートします。今後、患者様の初診、紹
介、転院、施設共同利用など地域連携室にご連絡いただ
き、相談を進めて参ります。ぜひお気軽にご連絡くださ
い。
　ここ数十年で、医療を取り巻く環境は大きく様変わりし
ました。高度医療の進歩により、ひとりの医師、ひとつの

医療機関ですべての医療を行うことはもはや不可能になりました。ひとりの患者様をていねいに診る
には複数の医療機関、複数のエキスパートの関わりが欠かせません。また福祉資源の充実、多様化と
ともに、医療と福祉の連携もますます重要になってきております。さまざまな施設やサービス、医療
がダイナミックに連携できてこそ、それぞれの特徴が活かされます。これから先、病に苦しむ方々に
どれだけ質の高い医療を提供し、どれだけ質の高い暮らしを保っていただくかは、医療機関や社会資
源の連携にかかっていると言っても過言ではありません。
　私たちは地域連携室を、大きく開いた一枚の窓だと考えます。この大きな窓を通じて、私たちは地
域とつながり、他の医療機関や福祉、さまざまな社会資源、連携先と交流を行って参ります。この窓
を開いて、たくさんの方々が病から回復し、笑顔を取り戻すことを願ってやみません。どうぞ私たち
に皆さまの回復のお手伝いをさせてください。地域医療連携室へのご連絡をお待ちしています。
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　9月1日より、地域医療連携室が新たなスタートとなります。
　地域の医療機関や関係機関の皆様との連携を一層深め、受診手続きの
簡素化や双方向の診療情報の迅速な提供など、患者様の意向に沿ったよ
り質の高い地域医療の展開を目指していきます。
　初診や入院、共同利用についてのご相談は、地域医療連携室にお気軽
にお問合せください。

地域医療連携室　連絡先 ＴＥＬ 025－534－6735（直通）
　　　　　　　　　　　 ＦＡＸ 025－534－6851（9/１～）
　　　　　　　　　　　 Ｅ-mail 226-saigata.chiiki@mail.hosp.go.jp
                                  9:00～ 17:00（土日・祝日を除く） 
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さいがた医療センター　アディクション研修会のご案内
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さいがた医療センターで提供している医療さいがた医療センターで提供している医療

地域医療連携係長
看護師長 深澤 真一

　日頃より、地域の皆様にはお世話になっ
ております。
　地域医療連携係長に着任いたしました深
澤です。地域の皆様と密接な連携をとり、
満足できる質の高い医療を提供することを
目指しています。今後ともご支援ご協力を
よろしくお願い申し上げます。

参加無料・申込が必要になります。50名限定　申込先・研修詳細はＱＲコードからご確認いただけます。

講演テーマ　「家族を支援する」
埼玉県立精神医療センター　副院長　成瀬 暢也 先生

○新潟県依存症専門医療機関・治療拠点機関として、依存症全般(アルコール、薬物、ギャン
ブル、ゲーム・インターネット等)の診療、および認知行動療法、ヨガ、スポーツ、筋ト
レ、アロマ、女性プログラムなど様々な治療プログラムを提供しています。
○精神科急性期医療だけではなく、治療抵抗性統合失調症に対してクロザピンの治療を行っ
ています。上越地域で唯一クロザピンの使用が認められている医療機関です。
○電気けいれん療法(ＥＣＴ)を行っています。
○精神科デイケア・訪問看護ステーションで地域での暮らしを支援しています。

精神科

○主にパーキンソン病、脊髄小脳変性症、多系統萎縮症、筋委縮性側索硬化症の薬物調整・
リハビリテーション目的の入院を受け入れています。
○スピンラザ(ヌシネルセン)を用いた脊髄性筋委縮症治療を行っています。
○難病デイケアは、身体機能の維持・向上だけではなく、仲間づくりも支援をしています。

脳神経内科

○一人ひとりのQOLの向上を考え、より豊かな生活となるよう環境づくりを行っています。　
○在宅の重症心身障がい児（者）のショートステイを受け入れています。

重症心身
障がい児(者)

○慢性疲労、頭痛、物忘れ、睡眠時無呼吸、セカンドオピニオン、脳ドック、ボトックス治療が
あります。特殊外来

○MRI(1.5Ｔ)、CT(80列)、RI、脳波・神経伝達装置、超音波検査をご利用いただけます。共同利用

日時・会場　2020年 9月19日（土）10:00～ 12:00　　
　　　　　　国立病院機構さいがた医療センター　管理棟２階講堂

当センターでは各診療科の専門性を活かしつつ、全人的医療を提供しています。


